
　
平
成
23
年
３
月
11
日
、
午
後
２
時
46
分

に
発
生
し
、
未み

ぞ

う

曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し

た
「
東
日
本
大
震
災
」
か
ら
、
丸
６
年
が
経

過
し
ま
す
。
こ
の
間
、
癒い

え
き
ら
な
い
痛
み

を
誰
も
が
抱
え
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目

指
す
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
、
着
実
に
歩
み

を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
皆
さ
ん
は
、
あ
れ
ほ
ど
頻
繁
に

発
生
し
て
い
た
余
震
が
ひ
と
こ
ろ
よ
り
も
落

ち
着
い
た
こ
と
で
、
地
震
に
対
す
る
警
戒
心

が
弱
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
千
年
に
一
度
の

巨
大
地
震
は
、
し
ば
ら
く
起
き
な
い
だ
ろ
う

と
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
何
よ
り
防
災
意
識

が
、
少
し
ず
つ
薄
ら
い
で
い
ま
せ
ん
か
。

　
昨
年
４
月
に
発
生
し
た
「
熊
本
地
震
」

で
は
、
ほ
と
ん
ど
前
触
れ
も
な
く
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
６
・
５
、
最
大
震
度
７
の
振
れ
が

発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
震
度
５
強
以
上
の

地
震
は
、
昨
年
、
全
国
で
16
回
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
決
し
て
対
岸
の
火
事
で

は
な
く
、
わ
た
し
た
ち
に
は
、
地
震
が
起
き

る
こ
と
を
前
提
に
暮
ら
す
こ
と
が
常
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
家
具
な
ど
の
落
下
・
転
倒
防
止
、
火
災
や

け
が
な
ど
２
次
被
害
の
防
止
、
安
否
の
連

絡
方
法
、
避
難
所
や
避
難
経
路
の
確
認
、
非

常
持
出
品
や
非
常
備
蓄
品
の
準
備
な
ど
、

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
で
す
。
皆
さ
ん
も

も
う
一
度
、
防
災
対
策
を
見
直
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
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卓上コンロや保存食を準

備しています。自転車も定

期的に点検するようにな

りました。あの混乱から得

た教訓は、困っているのは

自分だけじゃないというこ

と。自分ひとりじゃなく、他

者を思って行動すること

の大切さです。
早坂 明子さん

( 古川地域 )

意識的に高い所には物を

置かないようにしていま

す。背の高い家具もなるべ

く置かないようにしていま

す。震災を経験して特に思

うのは、人と人のつながり

の大切さ。あの時は多くの

人を助け、多くの人に助け

られました。
遠藤 良三さん

( 鳴子温泉地域 )

市の補助金を利用して、自

宅の耐震補強を施した矢

先の震災でした。宮城県沖

地震に備えてたことで、家

屋被害は物が落ちる程度

で済みました。物流が途絶

えると、衣食住すべてが麻

痺するので、普段からしっ

かりと備えて安心に暮ら

したいです。

畑中 匡さん

( 鹿島台地域 )

震災時は、電気が使えず

苦労したので、ガスや電池

で利用できる暖房機や調

理器具を備えています。ま

た、災害時、連絡が取れな

くても家族の居場所が互

いに分かるように、伝言を

書き残せるホワイトボード

を玄関に置いて活用して

います。

村上 哲也さん

( 古川地域 )

6年前の震災では、電気や

水道など生活の基本とな

るものは滞りましたが、自

宅が農家ということもあ

り、食料や燃料は、ある程

度の確保はできました。あ

れから、冷凍食品は多めに

ストックするよう心掛けて

います。
佐々木 きわ子さん

( 田尻地域 )

震災の時、自宅に発電機

があったことで、停電中で

も、全国の情報をテレビか

ら得ることができました。

携帯電話の充電にも活用

でき、家族や友人との連絡

手段やさまざまな情報の

収集にも役立ちました。今

でも、発電機を使用できる

状態に保管しています。

阿部 真莉奈さん

( 古川地域 )

生活用水確保のため、お風

呂の水は落とさないよう

にしています。ガソリンも

半分になったら給油を心

掛けるようになりました。

震災直後は、炭で火を起こ

し、飯ごうで煮炊きするな

どキャンプ用品が役立ち

ました。今も炭は常備する

ようにしています。

岩谷 恵美さん

( 岩出山地域 )

ひとり暮らし世帯など、近

所に暮らす人の事情を知

るほか、避難経路で注意し

たい場所の確認など、地域

一体で防災意識を高めて

います。震災時、地域の絆

の大切さを痛感しました。

地域住民のつながりが、有

事の際に助け合いを生む

と思います。

寺岡 清光さん

( 三本木地域 )

震災では、家族が医療機

関を利用できず不安を抱

きました。看病を必要とす

る家族のためにも、自宅は

もちろん、車の中にも食べ

物や防寒着を用意してい

ます。通院できない状況で

も、自分たちで対応できる

範囲の準備を意識してい

ます。

武藤 貞子さん

( 松山地域 )

家具が転倒しないよう、

しっかりと固定していま

す。震災後、普段通りの生

活ができず困りましたが、

特に大変だったのが水の

確保でした。あれから6年、

飲料水を防災用に用意し、

給水時に困らないように

ポリタンクや空の入れ物

も常備しています。

髙橋 澄夫さん

( 松山地域 )

市役所を訪れた100人に自宅の防災対策について聞い

てみたところ、十分にできている14人、まぁまぁできて

いる55人、できていない31人という結果になりました。

東日本大震災以降、多くの人が何らかの防災対策に取

り組んでいるようですが、時の経過は少しずつ痛みを

忘れさせます。もう一度、自宅の防災対策を家族みんな

で見直してみましょう。

あ
な
た

聴地
域
一
体
の

防
災
力 の

の

家

防
災
対
策

か
せ
て
く
だ
さ
い
！

防災対策

できていますか十分に

停
電
時
の
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